






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































届く O　I・ ×　　　　　○なる　10 × ○ ○
来る ○　　　　　　× ○ ○
でかける ○　　　　　　× ・　10
困る ○　　　　　　× ×　　　　　○
牛ニー「マー「δ「　・入れ・1・｜・　　・　1・
割・　i・1・　1・　1・食べ・1・　1・　1・　1・冷やす1・　1・　　・　1・
忘れ・10　　0　　0・　・‡2じ（を）…　　　　　i・
§吻をす　・　　・　1・　1・
ξ醐をす　・1・1・・1・霧しみ『　・　1・1・　1・
　なお「そうじをする」に「＿てある」が伴うと，「そうじがしてある」
となる。「用意をする」「買い物をする」「忘れ物をする」も同じようになる。
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これについては，3．2．で説明を加える。
3．1．　「＿てある」について
　すでに2．2．でたびたび触れたように「＿てある」は，ある動作が終った
後その結果の状態が続いていることを表している。
　〔17〕　秋子は，紅茶茶碗を洗いました。
　〔18〕紅茶茶碗が洗ってあります。
　〔17〕の結果の状態が〔18〕である。つまり〔18〕は，秋子によってなされた動
作の結果が現在の状態である，という意味を表している。この点で受け身の
表現と通じるところがあるが，〔18〕はその文中に秋子を含めて言うことはで
きず，単に結果状態のみを表現する。この場合，〔17〕で「を」格で示された
「紅茶茶碗」は，「が」格となる。また〔17〕〔18〕の「紅茶茶碗」を主題化し
て言えぽ，次のようになる。
　〔17〕’紅茶茶碗は，洗いました。
　〔18〕’紅茶茶碗は，洗ってあります。
　「＿てある」は，対象物に意志的な働きかけをする動作性の他動詞を取
る。したがって，「台風のすぎさったあと，大きな松の木がたおしてあった。」
のような表現はないと，鈴木重幸（『日本語文法・形態論』，1972，むぎ書房）は，
指摘している。この「＿てある」の学習には，日本語の自動詞，他動詞の
理解が大きな前提となっている。その理解の後に「＿てある」を取りうる
動詞と取りえない動詞の識別を学習しなくてはならない。森田良行は，「『本
が置いてある』と『本を置いてある』」（1971，『講座正しい日本語・5文法
編』）でその動詞例をあげている。「＿てある」を取る動詞例の中から基本
的な動詞を拾ってみると，
　　　変える，決める，比べる，調べる，捨てる，立てる，並べる，集め
　　　る，出す，返す，直す，残す，洗う，買う，使う，作る，取る，切
　　　る，計る，脱ぐ，置く，書く，焼く，拭く
等がある。2．2．では「待つ」「知る」「持つ」は「＿てある」形式にならな
　　　　　　　　　　　　　　　一39一
いと注を加えたが，上記論文では他に次のような動詞例があげられている。
　　　連れる，眺める，（道を）まちがえる，迎える，信じる，思い出す，
　　　歌う，笑う，渡る
　「てある」が自動詞に伴って使われる場合もある。「眠ってある」「休んで
ある」等がその例であるが，西尾寅弥（「テイルとテアル」，r講座現代語6
口語文法の問題点』，1964，明治書院）は，これについて「いわゆる自動詞
であっても，その効果が人間の内部に存続することを表わすようなぽあい
に，テアルのつくことがある」と説明している。
　この「＿てある」の意味を更に詳しく分析したものには，森田良行「『本
が置いてある』と『本を置いてある』」（『講座・正しい日本語・5文法編』，
1971，明治書院），高橋太郎「すがたともくろみ」（1976，『日本語動詞のア
スペクト』，むぎ書房），吉川武時「現代日本語動詞のアスペクトの研究」（同左）
等がある。たとえば，高橋は「＿てある」の意味として三種のものをあげ
ている。それぞれ，（1）目に見えるような形での状態，（2）放任の状態，（3）準備
のできた状態，である。この映画に出てきた「＿てある」をこの基準によ
って分類してみると，
　（1）……ビールが冷やしてある，ハムとチーズが買ってある，そうじがして
　　　　ある
　（2）……用例なし
　（3）……紅茶茶碗が用意してある
ということになりそうである。ただ（1）であげた用例は，この映画の文脈の中
では「準備のできた状態」ともとれるし，（3）の用例も「紅茶茶碗」が眼前に
あるので，（1）の例とすることもできそうである。用例のなかった（2）について
は，高橋の例を借りると次のようである。
　〔19〕　その仕事は彼にまかせてあります。
　なお「＿てある」の「ある」は，「おく」や「しまう」と違って状態動詞
である。したがって，「＿てある」は現在の状態を言い，「＿てあった」
は過去の状態を言うことに注意。
　　　　　　　　　　　　　　　－40一
　ここで「＿てある」と「＿ている」の意味・用法を比べてみたい。第
十一課「きょうは　あめが　ふっています」では主要学習項目のひとつとし
て「＿ている」を取り上げたが，そこでは「＿ている」の二つの意味・
用法が大きな学習項目となっていた。それぞれ，（1）動作・作用の進行，（2）動
作・作用の結果の状態，である。この（2）が「＿てある」の意味・用法と大
きく関係している。2．2．では次のような例をあげた。
　〔20〕　ビールが冷えています。（「冷える」自動詞）
　〔21〕　ビールが冷やしてあります。（「冷やす」他動詞）
　前者の例で「冷える」は瞬間動詞であるから，「＿ている」形式で動
作・作用の結果の状態を言っていることになる。後者の例では，「冷やす」は
対象物に働きかける意志性の動作動詞で，「＿てある」形式により動作・
作用の結果の状態を表すことになる。この両者のニュアンスの差は，〔20〕
がその場における事実の状態をそのまま描いているのに対し，〔21〕では度々
述べてきたように事前に人為が加えられた（誰かがした）結果の状態である
というところにある。
　〔22〕　肉を買っています。
　〔23〕　肉が買ってあります。
　前者の例では，「買う」は継続動詞である。したがって「買っている」は，動
作・作用の継続・進行を表している。後者は，〔21〕で説明した場合と同様の
ニュアンスを持つ表現である。この「＿ている」「＿てある」の関係に
ついては，森田良行が「文法一動作・状態を表わす言い方」（『講座　日本
語教育　4』，1968，早大語研）で自動詞，他動詞の分類に着目して次のよ
うにまとめている。
　　　～を・他動・ている一A　窓をあけている。
　　　　　　　　　　　　＿B雨、・降。ている。継続’進行
　　　～が・自動・ている一一C　山がそびえている。　状態を表す
　　　一が．働てあ。二1㌻㌶：〕作用？結果の現存
　　　　　　　　　　　　　　一41一
　上の例の「冷える」「冷やす」や森田の例文中にある「あく」「あける」の
ように自動詞，他動詞が対立している場合には，それぞれに「＿ている」
「＿てある」形式を用いることで近似した意味合いの表現ができることが
多いが，自他の対立のない場合には他動詞を受け身の形にして「＿てある」
形式にする。もう一度森田良行（r基礎日本語』，1977，角川書店）の図を借
りると，
　　　螺：：∴；：1：：：：ト他動詞・てあ・
のような関係になる。たとえば「書かれている←→書いてある」のようなも
のがその例である。
　今述べてきたような「＿ている」，「＿てある」形式の意味関係につい
ては，この映画ではほとんどとりあげられていないので，教授者は学習者の
学習段階にあわせてそれなりの発展的学習を考えていってほしい。
　さて「＿てある」の意味・用法に関して問題となることについて，二つだ
け簡単に触れてみたいと思う。一つは，「が＿てある」「を＿てある」の
問題である。佐久間鼎は，r現代日本語の表現と語法』（1963，厚生閣）で
「＿ている」「＿てある」の意味・用法を説明した上で，「なほその際の
助詞の用法も注意すべきで，『橋をかけてある』といふやうないひ方は，正
式のものとは認められません。」と付け加えている。西尾寅弥も上記論文
（1964）で「ガを受けるのが本来であろう」としている。ただ西尾は，「ヲを
受けた実例も時として存在する」と説明を続け，「ガとヲをおきかえにくい
ばあいや，おきかえるとセンテンスの中の重点の置き所，ニュアンスが変っ
てくるぽあいもある」と述べている。こうした例については，十分な検付が
必要なところである。
　高橋太郎（1969，上記論文）は，「を＿てある」となることもある場合と
して三種のものをあげているが，高橋も「『～をしてある』になることがあ
る」ととらえているわけで，「が＿てある」が「正式なもの」「本来」的な
ものという立場に立っていると考えられよう。
　　　　　　　　　　　　　　　－42一
　こうした立場と大きく違ったものに森田良行（1968，1971，1972）があ
る。森田は，「が＿てある」と「を＿てある」では意味・用法が異なる
とする。森田（1971）は，「本が置いてある」と「声を掛けてある」を例に
して「同じr～てある』でも，前者は対象物の状態に，後者は主体の行為の
完了に重点がある。rが～てある』rを～てある』はまったく異なった発想に
由来する別形式の文であり，文法的事実が相違する」とまで述べている。上
に引用した西尾のような指摘（「おきかえにくいぼあい」「おきかえると（略）
ニュアンスが変ってくるぽあい」）もあり，この問題は，「が＿たい」「を
＿たい」等とともに十分検討してみる必要がありそうである。
　次の問題は，「そうじする」「そうじをする」のように「（名詞）する」「（名
詞）をする」の二つの言い方ができるものを「＿てある」形式に変換する
とどうなるか，という問題である。次の二例を比べてみよう。
　〔24〕部屋をそうじする→部屋がそうじしてある
　〔25〕部屋のそうじをする→部屋のそうじがしてある
　〔25〕の「部屋のそうじ」で「部屋」と「そうじ」は，どういう関係にあるか
というと，永野賢（r現代語の助詞・助動詞一用法と実例一』，1951，国
語研報告3）の「の」の分析にしたがえぽ，「部屋」が「客語」，「そうじ」が
「動作」という関係で結ぼれていることになる。この「の」の用法は，「結
びつけられる二つの体言のうち，後者が動詞の連用形またはサ変動詞の語幹
となる体言（主として漢語）の場合」に見られる。（「の」で結ばれる前者の
名詞が「動作の主語」の場合もある。）
　今度は「そうじをする」の方を見ると，たとえぽ鈴木重幸（1972）は，「を」
の機能として「勉強をする」を例にあげて，「形式的な意味をあらわす動詞の
内容をしめす働き」があるとしている。とすると，意味的には一語となると
ころである。〔25〕では，「客語」である「部屋」が「の」格で示され，意味的
には一語的である「そうじをする」の「を」格が「が」格となる例である。
他には次のような例がある。
　〔26〕紅茶茶碗を用意する→紅茶茶碗が用意してある
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　〔27〕紅茶茶碗の用意をする→紅茶茶碗の用意がしてある
　ここでは〔25〕〔27〕をも標準的な言い方として認めたが，これには異論もあ
る。渡辺義夫は「『～している』との関連における『～してある』」（1969，
『福島大学教育学論文集』21号）で「『戸がしめてある』と同じほどの完全さ
で『掃除がしてある』とは考えにくい。実際，文脈の強い支えがない限り，
使われないだろう」と述べている。果たしてそうであろうか。渡辺は続けて
「普通には，『この部屋は掃除がしてある』のように，一動詞的で，動作の結
果は『掃除』について述べられているのではなく，『部屋』について述べち
れていると言うべきだろう。」と述べている。意味から考えていくと渡辺の
言う通りであるが，動作の対象ではない「そうじ」や「用意」に「がしてあ
る」が伴い，実質上の動作の対象である「部屋」や「紅茶茶碗」を「の」格
で示す〔25〕〔27〕も一般的な用法だと思われる。これについても今後更に分析
を加えてみる必要があろう。
3．2．　「＿ておく」について
　すでに2．2．でも説明したように「＿ておく」には，ある目的のためにそ
の後のことも考慮に入れて事前に行うという意味合いが含まれる。
　〔28〕秋子は，紅茶茶碗を洗いました。
　〔29〕秋子は，紅茶茶碗を洗っておきました。
　〔28〕は単に完了した動作を言っているのに対し，〔29〕では紅茶茶碗を洗っ
た後の事態を考慮に入れての事前の動作なのである。また次の，
　〔30〕紅茶茶碗が洗ってあります。
と〔29〕を比べると，〔30〕では誰かの働きかけで実現した結果状態を単に述べ
ているだけだが，〔29〕はその働きかけの結果に重点を置いている表現であ
る。ここで〔30〕では「紅茶茶碗」が「が」格であり，〔29〕では「を」格であ
ることに注意。また「＿ておく」の「おく」は，「ある」が状態動詞であ
るのとの違って動作動詞であるから，「＿ておく⊥は未来の動作・作用を，
「＿ておいた」は過了した動作・作用を表すことに注意。
　　　　　　　　　　　　　　　－44一
　「ておく」は意志的な働きかけを表す動作性の他動詞に付くが，取りうる
動詞は「てある」より広い。なお，この働きかけの度合いについては，吉川
武時の「現代日本語のアスペクトの研究」（1976）では，次のような表をあげ
ている。
ておく1を已わとびのなわをかけておく・　　強
てある
を已わとびのなかを紺てあ・・　1中
・一なわとびのなわ・・紺てあ・・　已§
てい∋・一なわとびのなわ・・か…てい・・　已し
　「＿てある」形式が自動詞をとる場合には，次のような例がある。「眠っ
ておく」「泳いでおく」「遊んでおく」「寝ておく」等。これらは，森田良行
（1977）があげている例だが，「行為の蓄積が可能な場合」と説明されてい
る。
　この「＿ておく」には，上に述べたような意味の他に次のような用いら
れ方があるようである。
　〔31〕すこし誉めておいた。（放任）
　〔32〕　うるさいから，まだそとであそぽせておけ。（放任）
　〔33〕　夕方ごちそうがでるので，おやつを食べないでおこう。（とりあえ
　　　ずの処置）
　〔34〕　この試合は，わざとまけておいた。（ことさらする動作，しかたな
　　　くする動作）
　〔31〕は森田（1977）から，〔32〕〔33〕は鈴木（1972）から，〔34〕は高橋（1976）
から引用した。
　これらは，「＿ておく」のもともとの意味と極めて近いものではあるが，
ある場面設定のもとにその適切な用例を学習しておくことが必要であろう。
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3．3．　「＿てしまう」について
　「＿＿てしまう」形式は，どのような動詞をとるかで二つの意味・用法に
分かれるとアスペクト研究の面から早く認めたものに，金田一春彦の「日本
語動詞のテンスとアスペクト」（1955，『名古屋大学文学部研究論集X　文学
4』）がある。この論で金田一は，継続動詞に「てしまう」が伴う場合を「終
結態」と呼び，瞬間動詞に「てしまう」が伴う場合を「既現態」と名付け
た。前者は，「ある動作・作用が完全に行われる」，つまり「完了する」とい
う意味を持ち，後老は，「その動作・作用がかりそめでなく本当に行われ
る」，つまり「本当に実現する」という意味を持っているとする。鈴木重幸
（1972）もこの路線を踏襲して「＿てしまう」を解説している。しかし，
これだけで「＿てしまう」を説明し切ったことにならない。金田一も鈴木
もその表現に伴うニュアンスの説明を加えている。金田一春彦は，別の論文
「国語動詞の一分類」（1950，『言語研究』15）で次のような説明をした。
　　　「〔継続動詞＋「てしまう」〕の形は多く用いられ，この場合は『完全に』
　　　r終りまで』の意を表わす。（略）ほかにその動作・作用が行われて，
　　もとの状態に返るあてがない，取り返しのつかない事態を招く，意をも
　　表わす場合があり，（略）これはしかして〔瞬間動詞＋「～しまう」〕は
　　この後の方の意味（略）にのみ用いられる。」
　金田一のこの説明は，〔継続動詞＋「～しまう」〕は終結態であるが，他にプ
ラスαの意味も表し，〔瞬間動詞＋「～しまう」〕は，プラスαの方の意味のみ
を表す，と読むことができる。鈴木も実例をあげながら，そこに伴うニュア
ンスの説明を加えている。高橋太郎（1976）は，このプラスαのニュアンス
を特に取り出して「～しまう」の三つめの用法とした。三つの用法とは，（1）
終了，（2）実現，（3）期待外，としたうちの（3）であるが，「（2）か（3）かわからないも
のがある」と注を加えた。
　吉川武時（1976）は，「＿てしまう」に五つの意味を認め，「アスペクト
的」「アスペクト＝ムード的」「ムード的」の三段階に分け次のような図で示
　した。
　　　　　　　　　　　　　　　－46一
（・）動作の完了一（’糟質雛
＼
＼
⑥㌍搾膿一㈹舞意志的動
　　よる完結　＼
　　　　　　　　＼（v）不都合・反
　　　　　　　　　　　　期待
アスペクト的　　アスペクト・ムード的　　　ムード的
　ここで森田良行（1977）が「＿てしまう」の意味・用法としてあげてい
るものを二つ付け加えておきたい。
　○「『た』を伴うことによって“すでに時間的に遅すぎる”手遅れの意味
　　となる。」
　〔35〕　この紅茶茶碗を割ってしまいました。
　○「他人が期待に反する行為，不都合な行為をした場合に“困ることがす
　　でに起こった”の意味で用いる。」
　〔36〕秋子さんが，おばさんから借りた紅茶茶碗を割ってしまいました。
　　　（伊藤にとって困ることが起こった。）
　「＿てしまう」は，森田の説明によると「本来，好ましからざる事態の
招来を表す言い方なので，（略）r私は試験がよく出来てしまった。』などとは
言わない」。吉川は，「＿てしまう」に伴う表現価値を「アスペクト的」な
ものから「ムード的」なものへの移行の中でとらえたが，森田は「好ましか
らざる事態の招来」を「本来」の言い方としていることに注意したい。
　ここでは，「＿てしまう」の文法論を更に展開するゆとりはないのだが，
日本語教育の立場からは，表現者がこの形式を使いこなせることを考えてい
かなくてはならない。「　てしまう」は，確かに動作の完了，実現を表す
が，それに関しては，「＿し終わる」や完了，過去を表す「　た」の意
味・用法との相違を通して表現文法論を考えていく必要があろう。上に引用
　　　　　　　　　　　　　　　一47一
した諸論文を参照してほしい。また「＿てしまう」には，その文脈におい
ての表現者の感情表現が伴うので（森田の言う通り，その意味はある一定の
方向をめざしているが），用い方を誤まるとちぐはぐな言い方になったり，
尊大な印象を与えたりする。学習者が日本語を目本語らしく使うためには，
「のです」の場合と同様にこの「＿てしまう」も学習のかなり早い段階から
なじんでおく必要がありそうである。
　「＿ている」「＿てある」「＿ておく」「＿てしまう」も，日常の
会話の中では縮約して言われることが多い。それぞれの縮約形は次の通りで
ある。
　〔37〕　今日も，雨が降ってる。（「ている」→「てる」）
　〔38〕　ビールが買ってあっから，後で飲もう。（「てある」→「てあっ」：
　　　かなり俗語的）
　〔39〕紅茶茶碗が用意してあんので，もう大丈夫だ。（「てある」→「てあ
　　　ん」：かなり俗語的）
　〔40〕　おみやげのケーキを忘れちゃった。（「てしまう」→「ちゃう」）
　〔41〕紅茶茶碗を割っちまった。（「てしまう」→「っちまう」：かなり俗
　　語的）
3．4．　練習問題
　まずこの映画に出た動詞を主にして「＿ている」の言い方を練習し，続
いて「＿てある」「＿ておく」「＿てしまう」の言い方の練習に進むこ
とにする。
A－1　例にならって，言いなさい。
　（例）そうじをする一→いま，そうじをしています。
1・・ビールをかうb・ち・わんをあらう・・ケーキをたべる・…
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Pち・をい柄・・スプーンをよういするf・ピールをひやす　1
A－2　例にならって，言いなさい。
　（例）そのこと，しる一→もうそのことは，しっています。
a．そのこと，きく　b．そのこと，わすれる　c．おみやげ，とどく
d．いとうさん，でかける　e．いとうさん，くる
B－1　例にならって，「てあります」「てありません」「てありました」「て
ありませんでした」を付けて言いなさい。
　（例）へやをそうじする一→へやがそうじしてあります／ありません／あ
　　　りました／ありませんでした。
a．ピールをかう　b．ちゃわんをあらう　c．きょうかしょをおく
d．こうちゃをいれる　e．ビールをひやす　f．こうちゃをよういする
g．かんじをかく
B－2　例にならって，言いなさい。
（例）へや，ろうか，そうじする一→へやもろうかもそうじしてありま
　　す。
a．ピール，チーズ，かう　b．スプーン，フォーク，あらう　c，ほ
ん，ノート，つくえのうえにおく　d．ハム，にく，れいぞうこにいれる
e．ビール，ワイン，ひやす　f．こうちゃ，こうちゃちゃわん，ようい
する　g．てがみ，にっき，かく
B－3　例にならって，言いなさい。
（例）へや，ろうか，そうじする一→へやはそうじしてありますが，ろう
　　かはそうじしてありません。
a．ビール，ケーキ，かう　b．こうちゃちゃわん，スプーン，あらう
c．きょうかしょ，ノート，つくえにおく　d．ビール，チーズ，れいぞ
うこにいれる　e．ビール，ワイソ，ひやす　f．こうちゃ，こうちゃち
ゃわん，よういする　g．にっき，てがみ，かく
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B－4　例にならって，問いに答えなさい。
（例）そ一…一一｛1議iil㌶㌫
a．ケーキは，かってありますか。
b．ちゃわんは，あらってありますか。
c．こうちゃは，いれてありますか。
d．ビールは，ひやしてありますか。
e．ケーキは，よういしてありますか。
f．てがみは，かいてありますか。
B－5　例にならって，言いなさい。
（例）ぽひえ・・ひやす一
｛ ビールがひえています。
ビールがひやしてあります。
a．ドアー，しまる，しめる　b．もん，あく，あける　c．くるま，と
まる，とめる　d，でんき，つく，つける　e．でんき，きえる，けす
f．にっき，かかれる，かく
B－6　例にならって，言いなさい。
（例）に霊遼二霊㌶：㌫．
a．スプーンをよういする，スプーンのよういをする　b．シヤツをせん
たくする，シャツのせんたくをする　c．しゃしんをせいりする，しゃし
んのせいりをする　d．ピアノをれんしゅうする，ピアノのれんしゅうを
する　e．おくれてつくことをれんらくする，おくれてつくことのれんら
くをする
C－1　例にならって，「ておきます」「ておきました」「ておきませんでし
た」を付けて言いなさい。
　（例）へやをそうじする一→へやをそうじしておきます／おきました／お
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きませんでした。
a．ケーキをかう　b．コーヒーをいれる　c．おさらをあらう　d．お1
ひるをたべる　e．ビールをひやす　f．じしょをかりる　g．ともだち
をよぶ　h．かいものをする
C－2　例にならって，言いなさい。
（例）げんかん，にわ，そうじする一→げんかんもにわもそうじしておき
　　　ました。
a．ハム，にく，かう　b．ちゃわん，おさら，あらう　c．ビール，ワ
イン，ひやす　d．きょうかしょ，じしょ，かりる　e．いとうさん，あ
きこさん，よぶ　f．ニュース，てんきよほう，きく　g．コーヒー，こ
うちゃ，よういする
C－3　例にならって，言いなさい。
　（例）　げんかん，にわ，そうじする一→げんかんはそうじしておきました
　　　が，にわはそうじしておきませんでした。
a．みかん，ケーキ，かう　b．おさら，フォーク，あらう　c．ピー
ル，ワイン，ひやす　d．きょうかしょ，じしょ，かりる　e．いとうさ
ん，あきこさん，よぶ　f．でんわばんこう，じゅうしょ，きく　g．コ
ー ヒー，こうちゃ，よういする
C－4　例にならって，問いに答えなさい。
（例）そ一…き一認運i；霊あ
a．ケーキは，かっておきましたか。
b．ちゃわんは，あらっておきましたか。
c．ピールは，ひやしておきましたか。
d．じしょは，かりておきましたか。
e．あきこさんは，よんでおきましたか。
f．レコードは，きいておきましたか。
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1g．スプーンは，よういしておきましたか。　　　　　　　　　　　　　1
D－1　例にならって，「てしまいます」「てしまいました」を付けて言いな
さい。
　（例）　そうじする一→そうじしてしまいます／しまいました。
a．くる　b．でかける　c．こまる　d．かう　e．あらう　f．わる
9．たべる　h．ひやす　i．かりる　j．よぶ　k．きく　1．わすれ
る　m．わすれものをする
D－2　例にならって，言いなさい。
　（例）　へやをそうじする一→へやをそうじしてしまいました。
a．ともだちがくる　b．あきこさんはでかける　c．いとうさんはこま
る　d．じしょをかう　e．ちゃわんをあらう　f．おさらをわる　g．
おひるごはんをたべる　h．おみやげをわすれる
D－3　例にならって，言いなさい。
　（例）へや，ろうか，そうじする一→へやもろうかもそうじしてしまいま
　　　した。
a．いとうさん，あきこさん，くる　b．いとうさん，あきこさん，でか
ける　c．いとうさん，あきこさん，こまる　d．きようかしょ，じし
ょ，かう　e．スプーン，フォーク，あらう　f．ケーキ，みかん，たべ
る　g．ニュース，てんきよほう，きく　h．じゅうしょ，でんわぽんこ
う，わすれる
D－4　例にならって，問いに答えなさい。
（例）そ一一・一巳liilil㌫
1・・おみやげは・か・てしまいました・㌔　　　　　1
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b．おさらは，あらってしまいましたか。
c．スプーンは，よういしてしまいましたか。
d．てがみは，かいてしまいましたか。
e．しんぶんは，よんでしまいましたか。
E－1　例にならって，問いに答えなさい。
⑭もうそう一
a．もうおみやげは，かいましたか。
b．もうちゃわんは，あらいましたか。
c．もうじしょは，としょかんからかりましたか。
d．もうよういは，しましたか。
e．もうかいものは，しましたか。
E－2　例にならって，問いに答えなさい。
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⑭もうそう一り一
｛ii㌶iiil‡：
a．もうかいものは，おわりましたか。
b．もうべんきょうは，おわりましたか。
c．もうれんしゅうは，おわりましたか。
d．もうしゅくだいは，おわりましたか。
e．もうしゃしんのせいりは，おわりましたか。
　その他の学習項目についても簡単に練習問題を出しておく。
F－1　順に言いなさい。
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　　　1こうちゃ
　　　コーヒー
　　　ピール
　　　ジュース
はい，　　　チーズ
　　　ノ、ム
　　　スプーン
　　　フォーク
です。’
F－2　順に言いなさい。
　1：はい，ケーキです。
R：
えっ
ほ一
へえ一
あら
まあ
な一んだ
ざんねんだな
よかった
こまったな
，ケーキですか。
G－1　順に言いなさい。
おぽさん
あきこさん
おや
ほ一
へえ一
あら
まあ
，そうですか。
G－2　順に言いなさい。
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あきこさん，
そうじ
かいもの
わすれもの
べんきょう
しゅくだい
ピアノのれんしゅう
ですか。
H　順に言いなさい。
ちょっと
おきゃくがくる
ともだちをよぶ
ビールをひやす
としょかんへでかける
がっこうへいく
んです。
1－1　例にならって言いなさい。
（例）・ぶ一｛惣㌶㌫のしみにしています、．
a．くる　b．いく　c．とどける　d．かう　e．はなす　f．おしえ
る
1－2　例にならって，言いなさい。
（例）ケ蕊ゑ・う一｛ii欝ξ1：1㌧お
a．ごはんをたべる，おちゃをいれる　b．ビールをのむ，チーズをきる
c．テレビをみる，プログラムをみる　d．ラジオをきく，プログラムを
みる　e．ともだちもよぶ，あきこさんをよぶ
J　例にならって，言いなさい。
（例）　だれかくる，おきゃくがくる，だれがくる，あきこさんがくる一→
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1：おや，だれかくるんですか。
R：ちょっとおきゃくさんがくるんです。
1：へえ一，だれがくるんです。
R：あきこさんがくるんです。
1：ほ一，あきこさんがくるんですか。
a．だれかよぶ，ともだちをよぶ，だれをよぶ，あきこさんをよぶ
b．なにかかう，おみやげをかう，なにをかう，ケーキをかう
c．なにかとしょかんからかりる，しょうせつをかりる，なにをかりる，
　なつめそうせきのしょうせつをかりる
d．どこかへでかける，そこまででかける，どこへいく，ほんやへいく
　最後に総合練習の問題を出しておく。
K　例にならって，言いなさい。
a．ビールをかう　b．ちゃわんをあらう　c．てがみをかく　d．まど
をふく　e．がくをかける
L－1　例にならって，言いなさい。
（例）　ケーキ，かう一→
1：はい，ケーキです。
R・㌘2一トケーキで輪
1：ええ，さっきかっておいたんですよ。
R：そう。
a．じしょ，かりる　b．ピール，ひやす　c．ノート，よういする
d．コーヒー，かってくる　e．かさ，もってくる
L－2　例にならって，言いなさい。
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（例）おぽそうじ一｛；欝㌘1蕊しておき牡
a．あきこさん，かいものb．いとうさん，しゅくだいc．おや，べ
んきょう　d．へえ一，ピアノのれんしゅう　e．まあ，テニスのれんし
ゅう
M－1　例にならって，言いなさい。
（例）　ぼく，でかける，ええ，いってきます一→
1：ぼく，これからでか
　けるんです。
R：えっ，でかけてしま
　うんですか。
1：ええ，じゃあ，いつ
　てきます。
a．わたし，ほんをかう，へえ一，あとで
b．ぼく，そうじをする，あら，あとでいきます
c．わたし，かいものをする，な一んだ，あとで
d．ぼく，しゅくだいをする，よかった，あとでコーヒーをのみましょう
e．わたし，うちへかえる，ざんねんだな一，あしたきます
M－2　例にならって，言いなさい。
｛li籔∴1二llilil
a．おとす，ざんねんだな　b．ρかう，な一んだ　c．かう，へえ一
d．よむ，ほ一　e．のむ，こまったな一
M－3　例にならって，言いなさい。
　（例）わる一→うっかり，わってしまったんです。
a．わすれる　b．おとす　c．かう’d．でかける　e．わすれものを
する
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資料1．使用語彙一覧
　これは，この映画中に言語表現として現れた全ての語について一覧表にし
たものである。資料2．のシナリオ全文同様，教材として活用できることも考
慮してかな（ひらがな，かたかな）書きにしてある。
　1．　見出し語はアイウエオ順に配列し，そこにその使用文例を全て書き出
　　した。
　2．見出し語の認定については，初級日本語教育の立場に立っている。
　　2－1．　接頭辞「お」や，接尾辞「さん」「ほん（本）」は，見出し語とし
　　　て取り上げている。ただし「おみやげ」等や，「おぽさん」等は，そ
　　　のまま見出し語に立てている。
　　2－2．数詞は，助数詞と切り離して見出し語に立てている。
　　2－3．動詞は，終止形を見出し語にしている。サ変複合動詞は，「する」
　　　を切り離して二語扱いにしている。
　　2－4．形容動詞は，「＿な」の形を見出し語にしている。
　　2－5．「です」に前接する「ん」は，一語扱いにして見出し語にしてい
　　　る。
　　2－6．　「おかえりなさい」等，慣用的表現として扱ったものは，そのま
　　　ま見出し語にしている。
　　2－7．接続助詞「て」は，ここでは動詞部分に含め見出し語にしてい
　　　ない。
　3．　見出し語の語義，活用変化，他の語との結びつき等に基づいて下位分
　　類する場合には，（1）（2）……のようにした。
　　3－1．「そうじ」等は，名詞である場合とサ複合動詞になる場合で下位
　　　分類した。
　　3－2．「これ」は，その意味・用法によって下位分類してある。
　　3－3．動詞は，まず本動詞としての用法と補助動詞としての用法で大
　　　きく二分した。（本動詞の場合》「ます形」であるか，「＿て」の形
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　　であるかで下位分類し，また常体での言い方は，一語扱いにし別の分
　　類にした。《補助動詞の場合）補助動詞が違えば下位分類してある。
　　ただし，その意味・用法の違いによる下位分類はしていない。
　3－3．　「です」は，それに伴う終助詞の種類，また「です」か「んで
　　す」であるかにより下位分類してある。
　3－5．助詞「か」「が」「から」「は」等は，その意味・用法によって下
　　位分類してある。また「ん」の場合は，それに上接する品詞の別，活
　　用の別で下位分類してある。
4．「ます」「ました」については文例の列挙を省略し，文番号だけを示し
　た。ただし「ありました」の「ました」は，今までにない用例なので略
　さなかった。「ません」「ましょう」は省略していない。
5．使用文例の文頭には，①②……の数字がつけてある。これはシナリオ
　での文通し番号であり，この解説書全体に共通のものである。同一見出
　し語内では，この順に文例を提出した。（1）（2）……と下位分類した場合に
　も，その分類内で同一の提出順をとっている。全くの同一文については
　通し番号を横に並べ，引用を一回ですませた。
6．見出し語の横には〔〕で当用漢字の範囲内で漢字を示し，またその
　横には（）で語の使用回数を示した。
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あきこ〔秋子〕（4）
　⑬あきこさんがくるんです。
　⑲あきこさんですか。
　⑪　きょう，あきこさんがくるんでしょう。
　⑬　あきこさんによろしく。
あっ（4）
　㊧あっ……。
　⑳　あっ，すみません。
　㊨あっ。
　⑪　あっ，こまったな……。
あと〔後〕（3）
　⑫あとでよぴますよ。
　⑳　じゃあ，あとでθ
　⑱　あとできませんか。
あら（3）
　②あら，いとうさん，おかえりなさい。
　⑯　あら一，ほんとう。
　㊧　あら，きれいなこうちゃちゃわんですね。
あらう〔洗う〕（1）
　⑳　わたし，あらってきます。
ありがとう（3）
　⑫ありがとう。
　⑬どうもありがとうございました。
　⑭ありがとうございました。
ある（10）
（1）⑪　ありました，ありました。
　㊨ありました，ありました。
（2）⑥　おへやのそうじは，してありますか。
　　　　　　　　　　　　　　－65一
⑦まだしてありません。
　⑳ほら，ビールがひやしてあります。
⑳ハムもチーズもかってあります。
⑲ほ一，ずいぶんきれいにそうじがしてありますね。
　⑭　ほ一う，こうちゃちゃわんがよういしてありますね。
　⑰　ほら，ビールもひやしてありますよ。
⑳ずいぶん，きれいにしてありますね。
いいえ（1）
　⑯　いいえ。
いってきます〔行ってきます〕（1）
　◎　じゃあ，いってきます。
いってらっしゃい〔行ってらっしゃい〕（1）
　⑮　いってらっしゃい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
いとう〔伊藤〕（2）
　②あら，いとうさん，おかえりなさい。
　⑰　いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
いま〔今〕（2）
⑳いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
　⑲　ぼく，いまからでかけるんですよ。
いらっしゃい（1）
　⑰やあ，いらっしゃい。
いる（3）
（1）⑭　おや，そうじをしていますね。
　⑳たのしみにしていますよ。
（2）⑫　しっているんですか。
いれる〔入れる〕（2）
（1）⑲　じゃ，こうちゃをいれますよ。
（2）⑪　スプーンをよんほん，いれておきました。
　　　　　　　　　　　　　　－66一
ええ（8）
　⑤⑱⑪⑭ええ。
　⑯ええ．ちょっと，おきゃくがくるんです。
　⑱　ええ，もうしてしまいました。
　⑳　えっ，ええ，まあ。
　⑮　ええ，おばさんからかりたんです。
えっ（3）
　⑳えっ，ええ，まあ。
　⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
　⑳えっ，わってしまった……。
お（4）
　④　おきゃくさんがくるんですか。
　⑥おへやのそうじは，してありますか。
　⑯ええ，ちょっとおきゃくがくるんです。
　⑰　いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
おかえりなさい〔お帰りなさい〕（1）
　②あら，いとうさん，おかえりなさい。
おく〔置く〕（4）
（1）⑮　ほかのは，ここにおいておきます。
（2）⑪　スプーソをよんほん，いれておきました。
　⑮　ほかのは，ここにおいておきます。
（3）⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
おそい〔遅い〕（2）
（1）⑱　おそかったですね。
（2）⑳　おそくなってしまって，ごめんなさい。
おばさん（3）
　①おばさん，そうじですか。
　◎　おばさん，じゃあ，これをかります。
　　　　　　　　　　　　　　－67一
　㊥　ええ，おばさんからかりたんです。
おまちどおさま〔お待ちどおさま〕（1）
　⑩おまちどおさまでした。
おみやげ（1）
　⑫はい，おみやげ。
おや（1）
　⑭おや，そうじをしていますね。
おわる〔終わる〕（1）
　⑰そうじは，おわりましたか。
か（16）
（1）①　おぽさん，そうじですか。
　④おきゃくさんがくるんですか。
　⑥おへやのそうじは，してありますか。
　⑮だれかくるんですか。
　⑳　どんなものですか。
　⑬　よろしいですか。
　⑰　いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
　⑰そうじは，おわりましたか。
　⑫　しっているんですか。
（2）⑱　あとできませんか。
　⑰まあ，ともだちをよんで，よみんなでたべましょうか。
（3）⑲　あきこさんですか。
　⑲⑯　そうですか。
　⑯　な一んだ，きみか。
　⑳ざんねんだな一，でかけてしまうんですか。
が（9）
（1）④　おきゃくさんがくるんですか。
　⑯ええ，ちょっとおきゃくがくるんです。
　　　　　　　　　　　　　　－68一
⑰へえ一，だれがくるんです？
　⑱あきこさんがくるんです。
　⑪　きょう，あきこさんがくるんでしょう。
（2）⑳　ほら，ビールがひやしてあります。
　⑲　ほ一，ずいぶんきれいにそうじがしてありますね。
　⑭　ほ一う，こうちゃちゃわんがよういしてありますね。
（3）⑳　いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
かいもの〔買い物〕（1）
　③たくさんかいものをしましたね。
かう〔買う〕（2）
　⑳ハムもチーズもかってあります。
　⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
から（3）
（1）魯　ええ，おばさんからかりたんです。
②⑧　これからしますよ。
　⑲　ぼく，いまからでかけるんですよ。
かりる〔借りる〕（3）
（1）⑫　おばさん，じゃあ，これをかります。
　⑳じゃあ，これ，かります。
（2）＄　ええ，おばさんからかりたんです。
きく〔聞く〕（1）
　◎　さっき，ききました。
きみ〔君〕（1）
　⑯　な一んだ，きみか。
きゃく〔客〕（2）
　④おきゃくさんがくるんですか。
　⑯ええ，ちょっとおきゃくがくるんです。
きょう〔今日〕（1）
　　　　　　　　　　　　　　－69一
　⑪　きょう，あきこさんがくるんでしょう。
きれいな（3）
（1）⑬　あら，きれいなこうちゃちゃわんですね。
（2）⑲　ほ一，ずいぶんきれいにそうじがしてありますね。
　⑳ずいぶん，きれいにしてありますね。　　・
くる〔来る〕（8）
（1）⑱　あとできませんか。
（2）④　おきゃくさんがくるんですか。
　⑮だれかくるんですか。
　⑯　ええ，ちょっとおきゃくがくるんです。
　⑰へえ一，だれがくるんです？
　⑱あきこさんがくるんです。
　⑪　きょう，あきこさんがくるんでしょう。
（3）⑳　わたし，あらってきます。
ケーキ（3）
　㊧ケーキのはこです。
　⑬ケーキです。
　⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
こうちゃ〔紅茶〕（3）
　⑭　ほ一う，こうちゃちゃわんがよういしてありますね。
　⑲じゃ，こうちゃをいれますよ。
　⑬　あら，きれいなこうちゃちゃわんですね。
ここ（1）
　⑮　ほかのは，ここにおいておきます。
ございました（2）
　⑬どうもありがとうございました。
　⑭ありがとうございました。
こちら（1）
　　　　　　　　　　　　　　－70一
　⑫すぐ，こちらにとどきますよ。
こまる〔困る〕（1）
　⑳あっ，こまったな……。
ごめんなさい（1）
　⑳おそくなってしまって，ごめんなさい。
これ（5）
（1）◎　おぽさん，じゃあ，これをかります。
　⑳じゃあ，これ，かります。
　⑪　でんしゃにこれをわすれてしまったんです。
　⑮これ，わってしまったんです。
（2）⑧　これからしますよ。
こんにちは（1）
　⑯　こんにちは。
さあ（2）
　⑲⑳　さあ，どうぞ。　　　　1
さっき（2）
　◎　さっき，ききました。
　⑫　さっき，そうじをしたんですよ。
さん（7）
　②あら，いとうさん，おかえりなさい。
　④おきゃくさんがくるんですか。
　⑱　あきこさんがくるんです。
　⑲あきこさんですか。
　⑰　いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
　⑪　きょう，あきこさんがくるんでしょう。
　⑬あきこさんによろしく。
ざんねん〔残念〕（1）
　⑳ざんねんだな一，でかけてしまうんですか。
　　　　　　　　　　　　　　－71一
しまう（7）
（1）⑱　ええ，もうしてしまいました。
（2）⑳　おそくなってしまって，ごめんなさい。
（3）⑳　ざんねんだな一，でかけてしまうんですか。
（4）⑰　いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
　⑪　でんしゃにこれをわすれてしまったんです。
　⑲　これ，わってしまったんです。
　⑳えっ，わってしまった……。
じゃ（1）
　⑲　じゃ，こうちゃをいれますよ。
じゃあ（4）
　⑳　じゃあ，あとで。
　⑫　おぽさん，じゃあ，これをかります。
　⑳じゃあ，これ，かります。
　⑫じゃあ，いってきます。
しる〔知る〕（1）
　⑫　しっているんですか。
ずいぶん〔随分〕（2）
　⑲ほ一，ずいぶんきれいにそうじがしてありますね。
　⑳ずいぶん，きれいにしてありますね。
すぐ（2）
　⑳すぐれんらくします。
　⑫すぐ，こちらにとどきます。
スプーン（1）
　⑪スプーンをよんほん，いれておきました。
すみません（4）
　㊧⑱㊨　すみません。
　⑳　あっ，すみません。
　　　　　　　　　　　　　　　－72一
する（14）
（1）③　たくさんかいものをしましたね。
　⑧　これからしますよ。
　⑳すぐれんらくします。
　⑰　いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
（2）⑭　おや，そうじをしていますね。
　⑳　たのしみにしていますよ。
（3）⑥　おへやのそうじは，してありますか。
　⑦まだしてありません。
　⑲ほ一，ずいぶんきれいにそうじがしてありますね。
　⑭　ほ一う，こうちゃちゃわんがよういしてありますね。
　⑳ずいぶん，きれいにしてありますね。
④⑳　いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
　⑱　ええ，もうしてしまいました。
⑤⑫　さっき，そうじをしたんですよ。
そう（4）
　⑨　そう。
　⑲⑯　そうですか。
　⑱そうですね。
そうじ〔掃除〕（7）
　①おばさん，そうじですか。
　⑥おへやのそうじは，してありますか。
　⑭おや，そうじをしていますね。
　⑰　いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
　⑰　そうじは，おわりましたか。
　⑲ほ一，ずいぶんきれいにそうじがしてありますね。
　⑳　さっき，そうじをしたんですよ。
だ（1）
　　　　　　　　　　　　　　－73一
⑳　ざんねんだな一，でかけてしまうんですか。
たくさん（1）
　③たくさんかいものをしましたね。
たのしみ〔楽しみ〕（1）
　⑭　たのしみにしていますよ。
たべる〔食べる〕（1）
　⑰まあ，ともだちをよんで，みんなでたべましょうか。
だれ（1）
　⑰へえ一，だれがくるんです？
だれか（1）
　⑮だれかくるんですか。
チーズ（1）
　⑳ハムもチーズもかってあります。
ちゃわん〔茶わん〕（2）
　⑭　ほ一う，こうちゃちゃわんがよういしてありますね。
　⑳　あら，きれいなこうちゃちゃわんですね。
ちょっと（1）
　⑯ええ，ちょっとおきゃくがくるんです。
で（4）
（1）⑫あとでよびますよ。
　⑳　じゃあ，あとで。
　⑱あとできませんか。
（2）⑰　まあ，ともだちをよんで，みんなでたべましょうか。
でかける〔出掛ける〕（2）
（1）⑳　ざんねんだな一，でかけてしまうんですか。
（2）⑲　ぼく，いまからでかけるんですよ。
でした（1）
　⑩おまちどおさまでした。
　　　　　　　　　　　　　　　一一74一
でしょう（1）
　⑪　きょう，あきこさんがくるんでしょう。
です（25）
（1）⑳　ケーキのはこです。
　⑬　ケーキです。
②②　おばさん，そうじですか。
　⑳　どんなものですか。
　⑬　よろしいですか。
（3）⑲　あきこさんですか。
　⑲⑯　そうですか。
（4）⑱　おそかったですね。
　⑱　そうですね。
　⑬　あら，きれいなこうちゃちゃわんですね。
（5）⑯　ええ，ちょっとおきゃくがくるんです。
　⑱あきこさんがくるんです。
　⑮　ええ，おばさんからかりたんです。
　⑪　でんしゃにこれをわすれてしまったんです。
　⑲　これ，わってしまったんです。
（6）⑰　へえ一，だれがくるんです？
⑦④　おきゃくさんがくるんですか。
　⑮だれかくるんですか。
　◎　しっているんですか。
　⑳ざんねんだな一，でかけてしまうんですか。
（8）⑲　ぽく，いまからでかけるんですよ。
　⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
　⑳　さっき，そうじをしたんですよ。
（9）⑳　いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
でんしゃ〔電車〕（2）
　　　　　　　　　　　　　　　－75一
　⑳いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
　⑪　でんしゃにこれをわすれてしまったんです。
どうぞ（3）
　⑳　どうぞ。
　⑲⑳　さあ，どうぞ。
どうも（1）
　⑬どうもありがとうございました。
とどく〔届く〕（1）
　⑫すぐ，こちらにとどきますよ。
ともだち〔友達〕（1）
　⑰まあ，ともだちをよんで，みんなでたべましょうか。
どんな（1）
　⑳　どんなものですか。
な（2）
　⑳ざんねんだな一，でかけてしまうんですか。
　⑳あっ，こまったな……。
な一んだ（1）
　⑯　な一んだ，きみか。
なる（1）
　⑳おそくなってしまって，ごめんなさい。
に（6）
（1）⑳　いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
　⑮　ほかのは，ここにおいておきます。
　⑫すぐ，こちらにとどきますよ。
　⑪　でんしゃにこれをわすれてしまったんです。
（2）⑬　あきこさんによろしく。
（3）⑳　たのしみにしていますよ。
ね（8）
　　　　　　　　　　　　　　　－76一
③たくさんかいものをしましたね。
⑭おや，そうじをしていますね。
⑲ほ一，ずいぶんきれいにそうじがしてありますね。
　⑭　ほ一う，こうちゃちゃわんがよういしてありますね。
　⑱　おそかったですね。
　⑱そうですね。
⑳ずいぶん，きれいにしてありますね。
　⑬　あら，きれいなこうちゃちゃわんですね。
の（5）
（1）⑥　おへやのそうじは，してありますか。
　⑳いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
　⑳ケーキのはこです。
　⑰　いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
（2）㊤　ほかのは，ここにおいておきます。
は（4）
　⑥おへやのそうじは，してありますか。
　⑳　ほかのは，ここにおいておきます。
　⑳いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
　⑳　そうじは，おわりましたか。
はい（2）
　⑯　はい。
　⑫はい，おみやげ。
はこ〔箱〕（1）
　⑳　ケーキのはこです。
ハム（1）
　⑳ハムもチーズもかってあります。
ビール（2）
　⑳ほら，ビールがひやしてあります。
　　　　　　　　　　　　　　　－77一
　⑰ほら，ピールもひやしてありますよ。
ひやす〔冷やす〕（2）
　⑳ほら，ビールがひやしてあります。
　⑰　ほら，ピールもひやしてありますよ。
へえ一（1）
　⑰へえ一，だれがくるんです？
ヘヘへ（1）
　⑯ヘヘへ。
へや〔部屋〕（2）
　⑥おへやのそうじは，してありますか。
　⑰　いとうさん，おへやのそうじは，しましたか。
ほ一（1）
　⑲　ほ一，ずいぶんきれいにそうじがしてありますね。
ほ一う（1）
　⑭　ほ一う，こうちゃちゃわんがよういしてありますね。
ほか〔他〕（1）
　⑮　ほかのは，ここにおいておきます。
ぼく（2）
　⑲　ぼく，いまからでかけるんですよ。
　⑳　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
ほら（3）
　⑳ほら，ピールがひやしてあります。
　⑰ほら，ビールもひやしてありますよ。
　⑮ほら。
ほん〔本〕（1）
　⑪スプーンをよんほん，いれておきました。
ほんとう〔本当〕（1）
　⑯　あら一，ほんとう。
　　　　　　　　　　　　　　　－78一
まあ（2）
　⑳えっ，ええ，まあ。
　⑰まあ，ともだちをよんで，みんなでたべましょうか。
ました（9）
（1）③，⑪，⑳，⑰，⑱，⑰，◎
②⑳　ありました，ありました。
　⑳ありました，ありました○　　　　　　　　”
ましょう（1）
　⑰まあ，ともだちをよんで，みんなでたべましょうか。
ます（18）　⑥，⑧，⑭，⑳，⑳，＠，㊧，⑳，⑫，⑳，⑳，⑫，⑲，⑭，
　　　⑰，⑰，⑳，⑳　　　　　　　』　　　　　　　　　三
ません（2）
（1）⑦　まだしてありません。
（2）⑱　あとできませんか。
まだ（1）
　⑦まだしてありません。　　　　　　　」
みんな（1）
　⑰まあ，ともだちをよんで輌みんなでたべましょうか。　・　・一ノ
も（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
　⑳ハムもチーズもかってあります。
　⑳ハムもチーズもかってあります。　…
　⑰ほら，ビールもひやしてありますよ。　　　　　　　．．
　⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
もう（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧’：パ’　∴・・｝：
　⑱　ええ，もうしてしまいました。　　　　　い、　　　“　　’　，
もの（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　：’　　1‥，　　　”
　⑳　どんなものですか。　　　　　　　　　　　　。。　，　・”！
やあ（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　二　1　。　］　ゆ、
　　　　　　　　　　　　　　－79一
　㊨　やあ，いらっしゃい。
よ（9）
　⑧これからしますよ。
　⑳　あとでよびますよ。
　⑳　たのしみにしていますよ。
　⑫すぐ，こちらにとどきますよ。
　⑰　ほら，ビールもひやしてありますよ。
　⑲　ぼく，いまからでかけるんですよ。
　⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
　⑳　じゃ，こうちゃをいれますよ。
　⑫　さっき，そうじをしたんですよ。
よい（1）
　⑬　よかった。
ようい〔用意〕（1）
　⑭　ほ一う，こうちゃちゃわんがよういしてありますね。
よぷ〔呼ぶ〕（2）
（1）⑳　あとでよびますよ。
（2）⑰　まあ，ともだちをよんで，みんなでたべましょうか。
よろしい（2）
（1）⑬　よろしいですか。
（2）⑬　あきこさんにょうしく。
よん〔四〕（1）
　⑪スプーンをよんほん，いれておきました。
れんらく〔連絡〕（1）
　⑳すぐれんらくします。
わかる〔分かる〕（1）
　⑳　わかりました。
わすれもの〔忘れ物〕（1）
　　　　　　　　　　　　　　　－80一
　⑰　いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
わすれる〔忘れる〕（1）
　⑪　でんしゃにこれをわすれてしまったんです。
わたし（1）
　⑳　わたし，あらってきます。
わる〔割る〕（2）
　⑲　これ，わってしまったんです。
　⑳えっ，わってしまった……。
を（10）
　③たくさんかいものをしましたね。
　⑪スプーンをよんほん，いれておきました。
　⑭おや，そうじをしていますね。
　⑳いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
　⑫おばさん，じゃあ，これをかります。
　⑪でんしゃにこれををわすれてしまったんです。
　⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかっておいたんですよ。
　⑰まあ，ともだちをよんで，みんなでたべましょうか。
　⑲　じゃ，こうちゃをいれますよ。
　⑫　さっき，そうじをしたんですよ。
ん（15）
（1）④　おきゃくさんがくるんですか。
　⑮だれかくるんですか。
　⑯ええ，ちょっとおきゃくがくるんです。
　⑰へえ一，だれがくるんです？
　⑱あきこさんがくるんです。
　⑪　きょう，あきこさんがくるんでしょう。
　⑲　ぼく，いまからでかけるんですよ。
（2）⑮　ええ，おばさんからかりたんです。
　　　　　　　　　　　　　　　－81一
　⑫　さっき，そうじをしたんですよ。
（3）⑫　しっているんですか。
（4）⑭　えっ，ぼくも，ケーキをかづておいたんですよ。
（5）⑩　ざんねんだな一，でかけてしまうんですか。
（6）⑳　いまのでんしゃにわすれものをしてしまったんですが……。
　⑪　でんしゃにこれをわすれてしまったんです。
　⑲　これ，わってしまったんです。
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資料2．　シナリオ全文
題名日本語教育映画
　　　　「そうじは　してありますか」
　　　　　一してある，しておく，してしまう一
企画国立国語研究所
制　　作　　日本シネセル株式会社
フィルム　　16％EKカラー・スタンダード
巻　数　全1巻
上映時間　5分
現象所　東映化学
録　　音　　読売スタジオ
完　　成　　昭和54年1月10日
制作スタッフ
制　作　静永純一
制作担当　佐藤吉彦
脚　本　前田直明
演　出　前田直明
演出助手　高橋　　渉
撮　影　野崎嘉彦
撮影助手　　楡　　　真須美
照　明　伴野　　功
音　楽　吉田征雄
録　　音　　小　川　正　城（読売スタジオ）
　ネガ編集　亀井　　正
配　役伊藤 伊藤知則
　　　　秋子　土井美加
　　　　大山　御友公喜
　　　　鳥井　玉井伸吾
　　　　おぽさん山田早苗
　　　　店員　島田恵美
　　　　駅員　鋤柄博万
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カット 画　　　　　面 セ　　　リ　　フ
1 メイン・タイトル
日本語教育映画
2 テーマ・タイトル
そうじは　してありますか
一してある，しておく，してしまう一
3 〈庭先〉
伊藤，帰ってくる
4 おばさんに声をかける 伊藤「①おばさん，そうじで
すか。」
おぽさん「②あら，いとうさ
ん，おかえりなさい。」
5 伊藤バスト おぽさん「③たくさんかいも
のをしましたね。」
6 伊藤，通りすぎる おばさん「④おきゃくさんが
（おばさん，声をかける） くるんですか。」
伊藤「⑤ええ。」
おぽさん「⑥おへやのそうじ
は，してありますか。」
伊藤「⑦まだしてありません。
⑧これからしますよ。」
おばさん「⑨そう。」
7 〈伊藤の部屋〉
室内，みかんを置く
8 冷蔵庫を開ける
9 〈洋菓子屋の店内〉
ケーキの箱
10 店先（秋子と店員） 店員「⑩おまちどおさまでし
た。
⑪スプーソをよんほん，
いれておきました。」
秋子「⑫ありがとう。」
店員「⑬どうもありがとうご
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11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
〈伊藤の部屋〉
掃除をしている伊藤に通りか
かった大山，声をかける
伊藤　B・S
大山　B・S
伊藤，冷蔵庫を開く
冷蔵庫内
冷蔵庫をしめる
大山去る
〈電車の中〉
座っている秋子
秋子のM・S
網棚のケーキ箱
電車が止まり，秋子降りる
ホームを歩く秋子
網棚のケーキ箱
ホームを歩く秋子
階段を降りる秋子
駅員M・S
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　　　ざいました。」
大山「⑭おや，そうじをして
　　　いますね。
　　　⑮だれかくるんです
　　　か。」
伊藤「⑯ええ，ちょっとおき
　　　ゃくがくるんです。」
大山「⑰へえ一，だれがくる
　　　んです～」
伊藤「⑱あきこさんがくるん
　　　です。」
大山「⑲あきこさんですか。」
伊藤「⑳ほら，ビールがひや
　　　してあります。」
伊藤「⑳ハムもチーズもかっ
　　　てあります。」
伊藤「⑫あとでよびますよ。」
大山「⑳じゃあ，あとで。
　　　⑭たのしみにしていま
　　　すよ。」
秋子「⑳あっ……。
　　　⑳すみません。
　　　㊨いまのでんしゃにわ
　　　すれものをしてしまっ
　　　たんですが……。」
駅員「⑱どんなものですか。」
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
秋子　UP
駅員，事務所内へ入る
待つ秋子
〈おぽさんの部屋〉
紅茶茶碗を選ぶ伊藤
伊藤　B・S
おぽさん　B・S
伊藤M・S
伊藤，盆を持って去る
〈ホームの駅事務所〉
待つ秋子，駅員来る
秋子　B・S
〈伊藤の部屋〉
待つ伊藤，ドアへ行く
ドアを開く，鳥井現れる
伊藤　ヨリ
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秋子「⑳ケーキのはこです。」
駅員「⑳わかりました。
　　　⑳すぐれんらくしま
　　　す。」
伊藤「⑫おばさん，じゃあ，
　　　これをかります。
　　　⑬よろしいですか。」
　おばさん「⑭どうぞ。」
伊藤「鐙ほかのは，ここにお
　　　　いておきます。」
　おばさん「⑯はい。
　　　　⑰いとうさん，おへや
　　　　のそうじは，しました
　　　　か。」
伊藤「（9ええ，もうしてしま
　　　　いました。」
おばさん「⑲そうですか。」
伊藤「⑳じゃあ，これ，かり
　　　　ます。」
駅員「⑪ありました，ありま
　　　した。
　　　⑫すぐ，こちらにとど
　　　きますよ。」
秋子「⑬よかった。
　　　⑭ありがとうございま
　　　した。」
鳥井「⑬へヘへ。」
伊藤「⑯な一んだ，きみか。」
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
鳥井　B・S
鳥井，伊藤の部屋をのぞく
室内　パン→伊藤
伊藤・鳥井　M・S
紅茶茶碗
伊藤・鳥井　B・S
伊藤，冷蔵庫を開く
鳥井　ヨリ
伊藤　ヨリ
鳥井去る
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鳥井「⑰そうじは，おわりま
　　　したか。」
伊藤「⑱ええ。」
鳥井「⑲ほ一，ずいぶんきれ
　　　いにそうじがしてあり
　　　ますね。」
伊藤「⑳えっ，ええ，まあ。」
鳥井「㊥きょう，あきこさん
　　　がくるんでしょう。」
伊藤「⑫しっているんです
　　　か。」
鳥井「魯さっき，ききまし
　　　た。」
鳥井「⑭ほ一う，こうちゃち
　　　ゃわんがよういしてあ
　　　りますね。」
伊藤「⑮ええ，おばさんから
　　　かりたんです。」
鳥井「⑯そうですか。」
伊藤「⑰ほら，ビールもひや
　　　してありますよ。
　　　魯あとできませんか。」
鳥井「⑲ぼく，いまからでか
　　　けるんですよ。」
伊藤「⑳ざんねんだな一，で
　　　かけてしまうんです
　　　か。」
鳥井「⑪ええ。
　　　⑫じゃあ，いってきま
　　　す。
　　　⑬あきこさんによろし
　　　く。」
　　　伊藤「⑭ええ。
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
通りを歩く秋子
〈伊藤の部屋〉
ドアを開ける，秋子立ってい
る
二人室内に入る
二人座る
伊藤，ケーキの箱をとる
秋子　ヨリ
ニ人
秋子　ヨリ（部屋を見回す）
伊藤　ヨリ
伊藤　ナメ秋子（茶碗を手に
とる）
秋子，茶碗を手に持って立ち
あがる
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⑮いってらっしゃい。」
秋子「⑯こんにちは。」
伊藤「㊨やあ，いらっしゃい。
　　　◎おそかったですね。
　　　⑲さあ，どうぞ。」
秋子「⑳おそくなってしまっ
　　　て，ごめんなさい。
　　　⑪でんしゃにこれをわ
　　　すれてしまったんで
　　　す。」
秋子「⑫はい，おみやげ。
　　　⑬ケーキです。」
伊藤「⑭えっ，ぼくも，ケー
　　　キをかっておいたんで
　　　すよ。」
　　　⑮ほら。」
秋子「⑯あら一，ほんとう。」
伊藤「⑰まあ，ともだちをよ
　　　んで，みんなでたべま
　　　しょうか。」
秋子「⑱そうですね。」
伊藤「⑳じゃ，こうちゃをい
　　　れますよ。
　　　⑳さあ，どうぞ。」
秋子「⑳ずいぶん，きれいに
　　　してありますね。」
伊藤「㊨さっき，そうじをし
　　　たんですよ。」
秋子「⑬あら，きれいなこう
　　　ちゃちゃわんですね。」
秋子「⑳わたし，あらってき
　　　ます。」
伊藤「鐙あっ，すみません。」
秋子「⑯いいえ。」
61 〈洗い場〉
茶碗を洗う秋子，手もと
（茶碗を落とす）
62 驚く秋子の顔 秋子「㊨あっ。」
63 破片を拾う秋子，手もと
64 〈伊藤の部屋〉
秋子，部屋に帰って来る 秋子「⑳すみまぜん。」
65 割れた茶碗と秋子 秋子「⑲これ，わってしまっ
たんです。」
66 秋子　ナメ　伊藤 伊藤「⑳えっ，わってしまっ
た……。」
67 割れた茶碗　UP
68 伊藤　ヨリ 伊藤「⑳あっ，こまったな…
… 。」
69 秋子　ヨリ 秋子「⑫すみません。」
70 立ちつくす二人
71 企画・制作タイトル
企画　国立国語研究所
制作　日本シネセル株式会
社
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